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成果の概要／山岡 庸介 
 

【概要】 
 私は今回 2015 年 8 月 23 日~28 日にアメリカ合衆国カリフォルニア州サンタバーバラでの

第 25 回国際複素環学会(25th ISHC congress)に参加しました。本学会は 2 年に一度開催され

る学会であり、50 年以上も続いている歴史ある国際学会です。会場となったサンタバーバラ

はアメリカにおける避暑地であり、そのため高級住宅街であり非常に治安もよく、また天候に

も非常に恵まれた快適な開催地で、私自身非常に楽しめました。今回の集会では有機合成化学

のみならず、それらを応用したケミカルバイオロジーや糖鎖化学など幅広い分野において闊達

な議論が行われる学会でした。午前中は著名な先生方の口頭発表、昼からは口頭発表ならびに

ポスター発表が行われ、様々な研究者たちと交流することが出来た。特に私の発表したポスタ

ーセッションで、様々な研究者とディスカッションすることが出来、有意義な学会となりまし

た。 
 
【発表内容と成果】 
 私は"Construction of Medium Rings with Ynamides Catalyzed by a Brønsted Acid"とい

う表題でポスター発表を行いました。発表した内容は、イナミドを合成素子として用いた効率

的含窒素複素中員環合成方の開発です。一般に含窒素複素中員環は、天然物や医薬品にみられ

る化合物であるものの、中員環合成はエントロピー、エンタルピーの観点から合成法が限られ

ています。我々は今回、適切な位置に求核剤として二重結合を有するイナミドに対して、強酸

触媒 Tf2NH を作用させることにより、7 もしくは 8 員環の複素環中員環を効率的に合成でき

ることをポスターセッションにて発表してまいりました。多くの研究者からこの合成法に対し

て質問を受けることが出来、今後の方針に係るアドバイスもいただくことが出来ました。化学

先進国のアメリカ人だけではなく、南アフリカやエジプトなどの研究者との討論でも新鮮な意

見をいただけ、世界中の研究者と議論できたことは大いに刺激を受けました。これらのアドバ

イスをもとに、さらに研究に邁進し、本研究成果を論文化していきたいと思いました。 
 また、5 日間にわたる 15 件の特別講演にも非常に示唆を受けました。初日の講演では、Dean 
Toste 教授(UC berkeley)と Christina White 教授(UIUC)による不活性炭素‐炭素結合、炭素

‐水素結合活性化反応による官能基化などいままでに不可能であった結合形成反応など最先

端有機化学には特に感銘を受けました。二日目の特別講演では、Phil Baran 教授(Scripps 
institute)による企業との共同研究による短工程複雑天然物の合成や、Matthew Shair 教授

(Harverd Univ.)による複雑天然物を用いたケミカルバイオロジーによる抗癌活性物質の研究

など、有機合成化学という基礎研究を医薬品開発などの応用研究にまで昇華させた研究発表に

も非常に刺激を受けました。4 日目は 2 名の先生方の ISHC 受賞記念講演が行われました。と

くに徳山英利教授（東北大学）は含窒素複素環天然物の全合成について刺激的な講演され、ま

た日本人として身近な尊敬する先生が受賞され、自分自身もより研鑽を積まなければとの思い

を強くしました。最終日の特別講演での Erik Sorensen 教授(Princeton Univ.)と Brian Stoltz
教授(Caltech)の講演では、2 名ともこれまでの先生自身の研究の歴史を講演され、研究に対す

るアプローチやうまく行かなかった時にどう克服出来たかについて発表されていて、非常に興



味深い講演でした。 
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